
会社経営陣の、組合員の頑張りは認識するも期待に応えない 

頑なな考えを変えるためにも、 

①常駐体制に結集し、最新の折衝状況などの情報を収集しよう！ 

②要請 FAX行動を展開し、会社経営陣に職場の生の声を届けよう！ 
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６月１２日はいよいよ 

２０２５年度夏季手当の回答指定日です！ 
 会社は第３回交渉において、実質賃金の低下や生活苦の実情は理解するものの、

「直近半期の業績」「今後の動向」「社員の頑張り」を総合的に勘案して「２０２

２年度の夏季手当」と同等水準をめざすとの考えを示しました。 

しかし！！ 

①２０２１年度決算は単体△１２億円だが、２０２４年度決算は単体△８億円なので 

４億円改善している！ 

②そもそも２０２３年度から経常利益は５４億円も改善している！ 

③直近の収入・輸送量は対前年比でプラスである！（６月１０日時点１０３．９％） 

☝こうした「社員の頑張り」を踏まえても“２０２２年度並み”では納得いかない！☝ 


